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研究開発課題名：実験・計算・情報科学の協奏による CO2固定酵素の機能進化と革新的
CO2資源化

研究開発代表者： 草野 修平 理化学研究所・環境資源科学研究センター 上級研究員

共同研究機関：量子科学技術研究開発機構

目的：
自然界において，CO2の有機物への変換を成し遂げているCO2固定酵素を，CO2資
源化のバイオ触媒として機能進化させる．大気・希薄CO2を炭素源として有用物質を
低環境負荷に作り出せる新規CO2資源化技術を創出する．

研究概要：

• 取り組む課題
CO2固定酵素が秘めるバイオ触媒機能を最大限に引き出す．具体的には，自然界に存在
する多種多様なCO2固定酵素の中から，医薬品や化成品の主要合成法(非天然CO2固定
反応)に適した有望酵素を探索する．さらにこの有望酵素を起点に，非天然CO2固定反応
に特化した人工酵素へと機能進化させる．実験・計算・情報科学を融合したアプローチで，
CO2固定酵素の探索および進化を達成する．

• カーボンニュートラル貢献へのシナリオ
大気・希薄CO2の直接固定可能なCO2資源化技術は，極めて高いCO2排出削減効果が
望める．本研究では，これまで見過ごされていたCO2固定酵素のバイオ触媒としての機能を
切り開く．大気・希薄CO2の直接固定化を実現するCO2資源化技術の創出を通じて，カー
ボンニュートラルの実現に貢献する．
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Summary：

Green Biotechnology

Establishing technologies for carbon utilization is an urgent challenge in 
realizing a carbon-neutral society. For this purpose, this project aims to 
engineer naturally occurring CO2-fixing enzymes into artificial biocatalysts. 
By leveraging integrated experimental, computational, and data-driven 
approaches, we will unlock the latent biocatalytic potential of these 
enzymes. Ultimately, by utilizing the functionally evolved enzymes, we 
seek to create innovative carbon utilization technologies capable of 
converting atmospheric and low-concentration CO2 directly into value-
added compounds.
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